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「これっくらいの お弁当箱に サンドイッチ サン
ドイッチ ちょいとつめて からしバターに粉チーズ
かけて」の次にくる歌詞の数字の音読みと歌詞の変化
による展開例である。「いち(1)ご(5)さん(3)」、「はむ
(86)さん(3)」、「まるいまるい さくらんぼ(39)さん
(3)」、そして、御弁当箱と同じように「筋の通ったベー
コン」は、＜腕をなぞり、あかんべーをし、コンと頭
を自分のゲンコツで軽くたたくまねをする＞という動
作で締めくくっている。
「お弁当持ってピクニックに行こう。」「何が入って
いるかあてっこしよう」、「好きなものだけじゃなくっ
て、何でも食べて強くなるぞ」などといろいろお話し
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ながら、楽しく遊ぶことができる。
★展開例５：手遊びの展開例「お弁当箱・サンドウィ
ッチでは、歌詞を数字の音読みと連動させており、最
後のフレーズは、同じ動作で締めくくり反復すること
により、子どもにとって親しみやすくしている。この
歌詞と数字の音読みの連動をさらに変化させるため、
この数字と歌詞の連動の逆にも歌詞から数字をイメー
ジして考案することができる。
このように、多様なイメージと数字の音読みの言語
への変換行為が展開できる。これは、サンドイッチの
場合も同様である。これは数字の音読みが、様々な食
べ物のイメージを連想させ、言葉遊びの展開を広げて
いく働きをしている展開例である。
事例６：手遊びの展開例「１と１」
＊「１と１でアリさんの拍手」、「２と２でかにさんの
拍手」「３と３で猫さんの拍手」、「４と４で蛸さんの拍
手」、「５と５でみんなの拍手でお話はじまるよ」
＊「１と１をあわせるとピノキオになっちゃうよ」、
「２と２をあわせるとチップとデールになっちゃう
よ」、「３と３をあわせるとドナルドになっちゃうよ」、
「４と４をあわせるとダンボになっちゃうよ」、「５と
５をあわせると、ミッキーマウス、ミッキーマウス、
ミッキーミッキーマウス」
＊「１と１でマッチ売りの少女」、「２と２で猿蟹合戦」、
「３と３で３匹の子豚」、「４と４で白雪姫」、「５と５
で絵本を開いてお話はじまるよ」
＊「１と１でばいきんマン」、「２と２でセーラームー
ン」、「３と３で３匹の子豚」、「４と４でウルトラマン
とんでーった」、「しゅわっち＜５と５の手でしゅわっ
ちのポーズ＞」
★展開例６：手遊びの展開例「１と１」は、数字の指
の形から様々なキャラクターや絵本の主人公などのイ
メージを展開させている例である。これは同じ言葉の
繰り返しであるが、子どもたち自身もキャラクターへ
の変身ごっこ遊びへも展開できる。数字の指の形から
さまざまなキャラクターや絵本のイメージの世界を想
像させながら、新しい遊びのイメージを膨らませ、新
しい遊びの世界に発展させているものである。
事例７：手遊びの展開例「トントントン…アンパンマ
ン・ドラえもん・鬼太郎等のアニメのキャラクターに
変身・展開」
＊アンパンマン：トントントントン…アンパンマン、
食パンマン、カレーパンマン、バイキンマン、ドキン
ちゃん、「僕チーズワン」で締めくくる。
＊ドラえもん：トントントントン…ドラえもん、ノビ
タ君、スネオ君、ジャイアン、ドラミチャン、「ひら
ひらひらしずかちゃん」で締めくくる。
＊鬼太郎：トントントントン… 鬼太郎だ、ねずみ男、
砂かけばばあ、一反木綿、塗り壁だ 目玉親父。「おい
鬼太郎」で締めくくる。これらの展開例は、オリジ
ナルのアニメに登場するキャラクターが、「ひげじい
さん」の手遊びをもと歌として展開されたものである。
★展開例７：手遊びの展開例：これらの展開例は、オ
リジナルのアニメに登場するキャラクターが、「ひげ
じいさん」の手遊びをもと歌として展開されたもので
ある。子どもたちは「アニメの世界、それぞれのキャ
ラクターの世界」のイメージをすぐに感じ取り、その
イメージの世界に容易に入りこみながら、変身遊びの
きっかけをつかんでいく事例である。
事例８：手遊びの展開例「おさかなはねた ピョン」
＊「おさかなはねた ピョン」＜両手で拍手をしなが
らお魚の形を作り、左右に揺らした後、ピョンの言葉
を合図に両手を頭に乗せ帽子の形を作る＞「頭に止
まった 帽子」
＊「おさかなはねた ピョン」を繰り返し、「ピョン」
で肩・腕・耳・目・鼻・口・足・背中・お尻等、両手
の止まる場所により、＜リュック・時計・イヤリン
グ・マスク・靴・ランドセル・パンツ等に変化させて
いく＞
★展開例８：手遊びの展開例：これは、「おさかなは
ねた ピョン」という言葉と両手の動きを連動させ、
次々に「おさかなが色々なものに変身していく遊び」
である。子どもにとってすぐに真似して遊んでいる手
遊びである。また、この手遊びは、お帰りの支度や、
遠足、給食の準備の時にも、子ども達が楽しみながら
支度の確認を手遊びを使ってする活動にもなっている。
言葉で伝えるだけでなく、遊び歌や動きと一緒に子ど
もの興味を引きながら伝えることの出来る歌遊びであ
る。
芋手遊びの展開その２
保育実践総合化への第一段階の事例をもとに、更に
様々な要素を加えて総合化への手がかりを探るための
実践事例を示す。
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第二段階展開例１：でんでんむし
★変身・鬼ごっこ遊び＜かたつむりと大男の知恵比べ
＞：保育者が葉っぱの中からスポンジで作ったかたつ
むりの赤ちゃんを出現させ、「わーっ鷲さんに食べら
れちゃうよー。急いで葉っぱの下に隠れよう！」「急い
で変身変身！」＜子ども達は魔法の木である保育者の
ポーズを真似て、隠れる。同じポーズをしている20数
える間は捕まらない約束をしておく。＞
＊＜保育者はスカーフを身に纏い、魔法の木に変身。
子ども達は20数える間に、秘密基地まで這って見つか
らないように逃げる＞◎段ボールの箱を重ねてあらか
じめ秘密基地を作っておき、保育者が大男の足音を真
似て段ボールの太鼓を叩く。
「大男とかたつむりのなぞなぞ対決。」
「なぞなぞ三つ答えられたら、ここから逃がしてあげ
よう。間違ったら、おだんごに変えて食べちゃうぞ。」
パネルシアターの「卵あてクイズ」＜様々な模様の
大・中・小の卵をパネルの上に出して、親子あてクイ
ズ＞
間違えたら、「食べちゃうぞー！」と大男。子ども達は
「食べられないように変身！」＜スカーフをかぶりト
ウガラシ団子に変身！＞＜梅干し団子に変身！＞等大
男を困らせる。「参った、参った。ごめん。ごめん。」
「ああよかった。助かった。」＜子ども達は事前に環
境設定してあるかたつむりの家に帰る。＞
★変身・鬼ごっこ遊び＜かたつむりと大男の知恵比べ
＞では、このようにして、はっぱの中から出現させた
かたつむりの保育教材を導き手として、変身・鬼ごっ
こ遊びに展開、突然段ボールの太鼓の音で大男を出現
させ、パネルシアターを使っての卵あてクイズに展開
する。さらに、段ボールの太鼓の音で大男を出現させ、
パネルシアターを使って卵あてクイズ、なぞなぞ遊び
から変身ごっこ遊びに展開していくことができる。こ
の活動は保育教材を用い、子ども達を空想の遊びの世
界に誘い込むことにより、子どものイメージの世界を
探求していく取り組みである。ここでは、手作り楽器
を用いながら、子どもたちに「物体から音を引き出す」
活動に対する興味も組込んでいる。知らず知らず、遊
びの中で聞こえていた音の世界に興味を持ち、次の遊
びの世界への準備となっている。パネルの上に出現し
た色々な動物や怪獣などもまた、新しい遊びの活動の
入り口になっている。
第二段階展開例２：おさかなはねた ピョン
★変身・ごっこ遊び
＊「おさかなはねた ピョン」＜両手で拍手をしなが
らお魚の形を作り、左右に揺らした後、ピョンの言葉
を合図に両手を頭に乗せ帽子の形を作る＞「頭に止
まった 帽子」
＜帽子：運転手さんの帽子・コックさん・お姫様・工
事の監督さん・野球の選手・消防士・バイキンマン・
うさぎさん等、頭に載せる帽子を様々に変化させて、
それぞれの職業や、キャラクターの動きから変身ごっ
こ遊びに展開していく。＞
運転手さん：「出発、進行！今日はみんなで動物園に
行こう！」
＜様々な素材を使い、お弁当作り：動物園のお友達の
お弁当作り：ぞうさんの大きなお弁当・おさるさんの
お弁当・アリさんのお弁当・お友達のお弁当＞
＜帽子をかぶることにより、電車やバスの運転手さん
に変身し、ゴ―ゴ―電車遊び・バスごっこなどをして
遊ぶ。＞
このように頭に様々な帽子を載せることをきっかけ
に、ごっこ遊びや、制作遊びに展開していくことがで
きる。
＊「おさかなはねた ピョン」＜両手で拍手をしなが
らお魚の形を作り、左右に揺らした後、ピョンの言葉
を合図に両手を目に置いて眼鏡の形を作る＞「おめめ
に止まったメガネ。あれれれー！これは不思議。不思
議なメガネになっちゃった」
＜遠くを見るまねをして、突然小石を入れた箱を揺ら
し、海の波の音を響かせる。＞
「わーい、海に来ちゃったよ。みんなで泳ごう。」
＜今度は段ボールの箱を叩き、南の島のお祭りを表現
する。＞
「今日は南の島のカメハメハ大王の誕生日。みんなで
お祝いの踊りをしよう」
＜子ども達は自分の作った手作り楽器を持ち、踊りな
がら、大王にバナナや、お花や、マントやお面等のプ
レゼントをあげる。事前に準備してある壁面にお花や
果物などを飾る。また、子どもと等身大の人形にお面
をかぶせたり、マントを着せたりして、次の遊びの展
開に結びつくようにする＞
＊＜翌日は、忍者や、魔法使いに変身して遊ぶことも
できる。＞
＊「おさかなはねた ピョン」を繰り返し、「ピョン」
で肩・腕・耳・目・鼻・口・足・背中・お尻等、両手
の止まる場所により、＜リュック・時計・イヤリン
グ・マスク・靴・ランドセル・パンツ等に変化させて
イメージと即興表現を引き出すための手遊びの重要性(1) 49
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いく＞
★これは、「おさかなはねた ピョン」という言葉と両
手の動きを連動させ、次々に「おさかなが色々なもの
に変身していく遊び」である。この遊びはさらに、お
帰りの支度や、遠足、給食の準備の時にも、子ども達
が楽しみながら支度の確認を手遊びを使ってする活動
にもなっている。さらに、もう１段階発展させて展開
した例として、前出した三つの事例を見てみる。また
「おさかなはねた ピョン」は変身・ごっこ遊びとし
て展開でき、ピョンの言葉を合図に両手を頭に乗せ帽
子の形を作る。そこで頭に載せる帽子を様々に変化さ
せて、それぞれの職業や、キャラクターの動きから変
身ごっこ遊びに展開していくことができる。さらに、
キャラクターのおはなしにより、いろいろな声がけで
新しい遊びに展開できる。また、様々な素材を使い、
制作活動や、様々なごっこ遊びにも展開できる。
第二段階展開例３：小さな畑
★お話づくり・劇遊び
＊小さな畑と三つの扉
＜小さな畑に種をまき、中から、何が出てくるかなと
問いかける。布で作った床に色々なスカーフを「魔法
のポット」に見立てて置く。 保育者と子どもは歌いな
がら事前に作った種をまき、芽を出し、花を咲さかせ、
魔法のポットのスカーフを使っていろいろな実に変身
する…＞
「何の種かな？」
「中から不思議な音が聞こえるよ。何だろう？」
「ブーン僕のは飛行機の実だったよ」
「ガオー、僕はライオンさんの実だったよ」―
＜子ども達が自由に自分がなりたいものの実になる。
あらかじめ、遊戯室に動物の木や乗り物の木など仕掛
けをした様々な木を作っておき、実に変身した子ども
が集まると、仕掛けをした木が現れる。子ども達が集
まった木が自分が変身したものと違う時は、10数える
うちに自分と同じ木を探して逃げる。＞
＊「何の種かな？」
「中から不思議な音が聞こえるよ。何だろう？」
「あれ。中から小人さんが出てきたよ。小さな太鼓を
持っているね。そうか、あれは、太鼓の音だったんだ。
みんなも一緒に音楽会。」
「小人さんがくれた種でマラカス作りをしよう。」
「僕は大太鼓を作るよ。みんなは何が作りたい？」
＜いろいろな動物を出現させ、様々な楽器を持たせる。
同時に手作り楽器を準備しておき、子ども達に選ばせ、
制作活動。＞
＊＜大きな畑に種をまき、中から、何が出てくるかな
と問いかける。床の上に紙テープや新聞紙などで大き
な畑を作っておく。＞
「おやおや、いいにおいがしてきたぞ。かな。」
「クンクン、うまそう。」「これは何の匂いかな？」
「あれあれー、これは大きなお弁当だ。きっとぞうさ
んのおべんとうだね。」
「ぞうさんは何が好きなのかなー？」
「きっとスイカだよ」
「リンゴだよ」
「ご飯も食べなきゃだめなんだよ」・・・・。
「明日はみんなのおいしいお弁当を作ろうね。」・・。
＊「食べたら歯磨きシュシュシュ」
＜歯を磨こう…子どもたちが歯磨きをするための導入
の活動にも展開できる。＞
★この事例は、手遊びを展開していく中で子どもと向
き合い「応答」していくことを重視した保育実践例で
ある。ここでは、保育者が子どもたちに問いかけ、そ
こから生まれる様々なイメージを引き出し、総合的な
遊びへと展開している。
「小さな畑」に種をまき、保育者が「何が出てくるか
な」・「何の種かな？」・「中から不思議な音が聞こえる
よ。何だろう？」「おやおや、いいにおいがしてきた
ぞ。」
「クンクン、うまそう。」「これは何の匂いかな？」等
と子どもたちに問いかけ、そこから生まれる様々なイ
メージを引き出し、総合的な遊びへと展開している。
また、布で作った床に色々なスカーフを「魔法のポッ
ト」に見立てて置いたり、事前に「種」を作っておい
たり、園庭から種のようなものを探してくる。あらか
じめ、遊戯室に動物の木や乗り物の木など仕掛けをし
た様々な木を作っておき、実に変身した子どもが集ま
ると、仕掛けをした木が現れる。床の上に紙テープや
新聞紙などで大きな畑を作っておく。そばに、子ども
達が様々なお弁当作りができるように、素材を準備し
ておく。
このように環境構成をすることにより、子ども達の
イメージは自由に広がり、動物や「ごっこ遊びの主人
公」などに変身したり、遊びの世界に浸ることができ
る。
また、イメージを広げていく中で変身遊びや、お店
屋さんごっこ、ままごと遊び、収穫遊び、虫取り遊び、
手作り楽器遊び、鬼ごっこ遊び、集団遊びなど、様々
な遊びの世界を広げていくことができる。
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鰯保育所における責任実習について
図１－１責任実習実施回数
図１は、保育所における責任実習の回数を示したも
のである。
図１－２ 責任実習の対象年齢
図１－２は、保育所における責任実習の対象児の年
齢を示したものである。
図２は、責任実習における事前学習の効果について
示したものである。
図１－１、図１－２、図２は、平成21年７月に、２
年次学生110名に対し、同年６月に実施した保育所実
習後、アンケート調査した結果である。
これより「保育実習Ⅱ」において、責任実習の回数
は55％が１回であり、27％が２回となっている。また、
対象年齢については、５歳児が31％、４歳児が29％と
６割が年長・年中児となっている。
これらの責任実習で、役に立った事前実習として最
も多いものが「手遊び」であり、88.2％と約９割の学
生が役に立ったと答えており、保育実習における「手
遊び」活用度の高さがうかがえる。
このように保育場面で活用度の高い「手遊び」の可
能性を広げ、子ども達の遊びの世界を豊かにするため
の展開の仕方を探っていくことは非常に重要なことと
考えられる。
Ⅳ．結 論
１．手遊びの展開事例について
保育活動は、保育者にとり、子どもとの即興的な関
わりの連続である。手遊びは、様々な展開の中で、即
座に子どもの心を引き付け、遊びの世界に誘い込み、
さらに子どもが自分たちの遊びの世界を広げていく
図２ 責任実習における事前学習の効果
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きっかけを与えている。そのためにも、保育者自身が、
イメージを膨らませ、様々な遊びの世界を楽しんで探
求していく意識と行動が求められる。そのことはまた、
子ども達の自由な遊びの展開につながっていく。手遊
びは子どもと保育者が気楽に、構えないで取り組むこ
とのできるあそびである。
手遊びの展開例その１の結果より、次のことが明ら
かになった。
・手遊びは何も他に用具を用いず、子どもと一緒に
楽しんで遊びながら様々なイメージを膨らませ、
新しい遊びに発展できる。
・「空間のリラクセーション」・「コミュニケーショ
ン遊び」・「スキンシップ遊び」・「変身・表現遊び」・
「ごっこ遊び」・「鬼ごっこ・集団遊び」等、様々
な遊びに自由に展開していくことができる。
手遊びの展開例その２では、言葉や動きの変化に
音や物等の様々な素材を加えることにより、また環
境構成をすることにより活動が発展継続していくこ
とが示唆された。
２．手遊びの素材としての可能性
手遊びの展開事例では、様々な素材を入れて遊びを
展開することも可能であり、新しい遊びの世界を広げ
ることができる。
表現Ⅱの授業における手遊びを素材とした表現活動
は、「色々なイメージが手遊びの中から生まれ、手遊び
の様々な展開遊びを作り出す実践活動をしていく中で、
実習において「子どもの心に寄り添う関わり」や子ど
もの「心のサインを受け止めていくきっかけ」を得る
「共に遊ぶ遊びの場」を作り上げていると思われる。
アンケート調査結果においても、実習の事前学習で
最も役に立ったものとして、手遊びがあげられ、
88.８％の学生が、「役に立った」と答えている。このよ
うに、手遊びは保育実践において多く用いられるもの
であり、表現Ⅱの授業において、「手遊びを素材」と
して「イメージを引き出し、即興表現に展開し、様々
な遊びに展開する活動を体験したこと」が「役に立っ
た」と回答した結果に結び付いていくのではないかと
思われる。さらに保育実習や保育現場の実態を調査し、
実践指導に生かせるようにしていくことが大切である
と考える。
３．「手遊び」実践における即興表現の重要性につい
て
表現Ⅱの授業における「手遊びの展開をもとにした
保育実践」を通し、「保育を展開するためのイメージ」
が重要な働きをしていることに気づかされる。そして
そのイメージは、保育の中で、子どもとの瞬時になさ
れる身体的応答、判断によって展開されていく。
このように、保育において保育者が瞬時にその場に
おいて子どもとどう関わるかについては、即興表現が
重要な要素となっている。
また、保育において保育者が子どもの心と「応答」
していこうとする姿勢は、子どもの心に寄り添って保
育に臨む姿勢と一致する。そこで手遊びは、子どもの
心に応答していくための重要な要素を持っており、
「手遊びを素材とした即興表現活動」は子どもの「心
のサインを受け止めていく場」を作り上げている。こ
の実践は、将来、幼児教育者・福祉従事者として専門
職に就く学生にとり、重要な取り組みと思われる。
Ⅴ．今後の課題
・保育実践における総合化への手がかりとして、授業
における手遊び実践の指導上の課題を探る。
・子どもの心に届く言葉・動きやイメージを引き出す
言葉について、実践活動を通して研究していく。
・手遊びを素材として、言葉・イメージ・動きの即興
表現活動の展開を実践活動を通して探る。
注
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SUMMARY
YokoSAITO,
MidoriOOKI:
Weconductedaquestionnaireonoursophomorestudentsafternurserypracticalexercisein2009.
Theresultsareasfolows.
88.8%ofoursophomorestudentsthinkthatTEASOBIisusefulfornurserypractices.
TEASBIhascometobelongtocertainmovements,sometimesofthefingersandhands,sometimesofthe
wholebody.TEASOBIlinksthewordstotheirmeaningsinawaywhichencouragesrealunderstandingoflanguage.
Moreover,TEASOBIdrawsouttheirself-expression,andcreativedevelopmentofplayingin
nurserypractices.
TEASOBIisimportantforimprovisationandcreativeimaginationinthenurserypractices.
TEASOBIisusefulwaytogetclosewithchildrenandtocreatefavorablecircumstancesforchildren.
(UyoGakuenColege)
FocusingonTEASOBIforImprovisationandCreativeImaginationintheNurseryPractices
－ACaseStudyBasedontheCreativeActionandtheExpressionofTEASOBIintheNurseryPractices－
